
フ
ロ
ン
類
対
策
／
自
動
車
環
境
技
術

改
正
法
で
回
収
率
向
上
促
す
年
４
月
全
面
施
行

　
冷
凍
・
空
調
機
器
を
中
心
に
温
室
効
果
の
影
響
が
大
き
い
フ
ロ
ン
類
の
排
出
量
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
２
０
１
３
年
６
月
に
改
正
フ
ロ
ン
法
が
公
布
さ
れ

た
。
施
行
は
公
布
か
ら
２
年
以
内
と
な
っ
て
お
り
、

年
４
月
に
も
全
面
施
行
さ
れ

る
予
定
。
排
出
量
削
減
に
向
け
、
フ
ロ
ン
類
や
フ
ロ
ン
類
を
用
い
る
製
品
の
製
造

者
、
業
務
用
冷
凍
・
空
調
機
器
の
使
用
者
に
対
し
、
管
理
の
適
正
化
や
使
用
の
合
理

化
を
求
め
る
。
フ
ロ
ン
類
の
充
填
業
を
登
録
制
に
す
る
ほ
か
、
再
生
業
に
許
可
制

じ
ゅ
う
て
ん

を
導
入
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
見
込
み
だ
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
多
い
大
型
車
分
野
に
お
け
る
環
境
技
術

燃費や排出ガス評価法技術基準の整備必要

フロン類対策強化

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
の
新
た
な
可
能
性

電動化推進

パナソニックは家庭用エアコンの最上位機種「Ｘシリーズ」にＨＦＣ を採用

交
通
安
全
環
境
研
究
所
環
境
研
究
領
域
石
井
　
素

　
交
通
安
全
環
境
研
究
所
は
公
平
・
中
立
な
立
場
か
ら
陸
上
交
通
の
安
全
確
保
、
環
境
保
全
に
関
す
る
国
の
施
策

を
直
接
支
援
す
る
こ
と
を
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
環
境
研
究
領
域
に
お
い
て
は
、
自
動
車
の

環
境
性
能
の
維
持
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
様
化
へ
の
対
応
な
ど
に
関
す
る
研
究
業
務
を
特
に
重
点
的

に
実
施
し
て
い
る
。
新
し
い
要
素
技
術
が
適
用
さ
れ
た
自
動
車
が
世
の
中
に
出
て
き
て
新
た
な
評
価
手
法
が
必
要

な
場
合
に
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
技
術
的
な
検
討
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

環境負荷低い新冷媒「ＨＦＣ」エアコン各社、採用相次ぐ
企
業
努
力
も
着
々
と
進
む

東
京
都
三
鷹
市
で
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
収
集
車

を
実
証
走
行

　　 ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）

▲新
冷
媒
の
採
用
を
積

極
的
に
ア
ピ
ー
ル

ダ
イ
キ
ン
工
業

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

　
経
済
産
業
省
や
環
境
省
で

は
小
委
員
会
を
通
じ
、
制
度

設
計
の
詳
細
に
つ
い
て
審
議

し
て
い
る
。
フ
ロ
ン
類
の
対

策
強
化
で
は
製
造
か
ら
廃
棄

ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
を
包
括
的
に
と
ら
え
る
必

要
が
あ
る
。
改
正
フ
ロ
ン
法

で
は
回
収
率
向
上
の
た
め
の

再
生
利
用
、
ノ
ン
フ
ロ
ン
や

低
い
地
球
温
暖
化
係
数

Ｇ

Ｗ
Ｐ

フ
ロ
ン
製
品
へ
の
転

換
、
定
期
点
検
に
よ
る
フ
ロ

ン
類
の
漏
え
い
防
止
な
ど
を

促
す
。

３
分
の
１
に

　
企
業
に
よ
る
努
力
も
進
み

つ
つ
あ
る
。
ダ
イ
キ
ン
工
業

は
従
来
の
冷
媒
よ
り
も
環
境

負
荷
の
低
い
新
冷
媒
「
ハ
イ

ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン

Ｈ
Ｆ
Ｃ

」
の
推
進
役

だ
。

年

月
に
発
売
し
た

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
最
上
位

機
種
「
う
る
さ
ら
７
」
で
業

界
に
先
駆
け
て
採
用
し
て
以

降
、
国
内
で
販
売
す
る
家
庭

用
エ
ア
コ
ン
の
全
て
の
新
機

種
に
採
用
し
て
い
る
。

　
Ｈ
Ｆ
Ｃ

は
先
進
国
で
主

流
の
冷
媒
「
Ｈ
Ｆ
Ｃ
４
１
０

Ａ
」
に
比
べ
Ｇ
Ｗ
Ｐ
が
３
分

の
１
に
抑
制
で
き
る
上
、
製

品
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
も

つ
な
が
る
。
国
内
シ
ェ
ア

％
以
上
を
占
め
る
業
務
用
エ

ア
コ
ン
で
も

年

月
に
発

売
し
た
「
フ
ァ
イ
ブ
ス
タ
ー

ジ
ア
ス
」
で
Ｈ
Ｆ
Ｃ

の
採

用
を
始
め
て
お
り
、
業
務
用

で
も
本
格
展
開
す
る
構
え

だ
。

　
ダ
イ
キ
ン
は
次
世

代
冷
媒
の
選
定
に
取

り
組
ん
で
い
る
新
興

国
に
対
し
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ

を
採
用
す
る
空
調

機
器
の
製
造
・
販
売

に
必
要
な
基
本
特
許

を
無
償
開
放
し
、
参

入
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
る
。
技
術

の
オ
ー
プ
ン
化
に
よ

っ
て
市
場
を
形
成
す

る
戦
略
で
、
新
興
国

で
も
普
及
を
目
指

す
。

　
最
近
で
は
国
内
の

電
機
大
手
で
も
Ｈ
Ｆ

Ｃ

を
採
用
し
た
製

品
の
発
売
が
相
次

ぐ
。
家
庭
用
エ
ア
コ

ン
で
国
内
最
大
手
の

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は

年

月

に
発
売
し
た
家
庭
用
エ
ア
コ

ン
の
最
上
位
機
種
「
Ｘ
シ
リ

ー
ズ
」
に
Ｈ
Ｆ
Ｃ

を
採

用
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ

の
特
性
を
生

か
し
て
熱
交
換
の
効
率
を
高

め
る
た
め
、
熱
交
換
器
や
圧

縮
機
、
室
内
機
の
吸
い
込
み

口
を
新
設
計
に
し
て
省
エ
ネ

性
能
を
高
め
た
。

　
三
菱
電
機
も
同
時
期
に
発

売
し
た
家
庭
用
エ
ア
コ
ン

「
霧

峰
Ｚ
シ
リ
ー
ズ
」
で

Ｈ
Ｆ
Ｃ

の
採
用
を
始
め
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る

年
度
省
エ
ネ
大

賞
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
会
長
賞
を
受
賞
す
る
な
ど

し
て
い
る
。

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

　
快
適
で
便
利
な
暮
ら
し
を

構
築
し
な
が
ら
も
、
環
境
負

荷
を
低
減
す
る
た
め
の
対
策

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。
各

国
政
府
の
大
き
な
方
針
と
、

フ
ロ
ン
類
と
深
く
関
わ
る
製

造
者
・
使
用
者
の
取
り
組
み

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
か
み
合
わ

な
け
れ
ば
目
的
は
達
し
に
く

い
。
フ
ロ
ン
類
の
対
策
に
は

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
求

め
ら
れ
る
。

早
期
実
現

　
環
境
研
究
領
域
で
は
運
輸

部
門
の
う
ち
多
く
の
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す

る
大
型
車
分
野
に
お
い
て
、

低
炭
素
化
に
資
す
る
革
新
的

技
術
の
早
期
実
現
が
課
題
と

な
る
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な

ど
と
協
働
し
て
技
術
開
発
を

促
進
し
つ
つ
、
必
要
な
基
準

案
の
作
成
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
、
２
０
１
１
年
度
よ
り

国
土
交
通
省
の
進
め
る
「
次

世
代
大
型
車
開
発
・
実
用
化

促
進
事
業
」
を
受
託
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
の
基
本
的
考
え

方
の
一
つ
は
、
低
炭
素
化
を

目
指
す
大
型
車
用
先
進
環
境

技
術
と
し
て
電
動
化
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

電
動
車
両
の
開
発
対
象
と
し

て
は
、
大
型
車
用
の
高
効
率

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

ト
ラ
ッ
ク
の

ほ
か
、
高
性
能
な
電
動
路
線

バ
ス
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
の
他
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

エ
ン
ジ
ン
の
よ
り
一
層
の
高

効
率
化
も
検
討
し
て
お
り
、

熱
収
支
の
解
析
な
ど
に
つ
い

て
も
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
前
述
の
高
性
能
電
動
路
線

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
非
接
触

給
電
大
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
バ

ス
を
試
作
し
、

年
の
東
京

モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
で
実
証
運

行
試
験
を
実
施
し
た
。
大
型

の
電
気
バ
ス
に
つ
い
て
も
、

営
業
車
両
を
試
作
し
て
年
度

内
に
実
証
試
験
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

信
頼
性
が
重
要

　
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、

乗
用
車
で
は
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
搭
載
し
た
車
両
が
数
車
種

す
で
に
販
売
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど

の
商
用
車
で
こ
の
シ
ス
テ
ム

を
適
用
し
た
も
の
は
市
場
に

は
投
入
さ
れ
て
い
な
い
。
商

用
車
は
高
い
信
頼
性
が
要
求

さ
れ
る
た
め
、
運
行
中
に
停

止
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
商
用
車
を
電
気
自
動
車
に

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
分
余

裕
を
見
込
ん
だ
バ
ッ
テ
リ
ー

容
量
が
必
要
と
な
る
。

　
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
に
は
バ

ッ
テ
リ
ー
容
量
の
増
加
に
よ

る
車
両
重
量
増
は
、
貨
物
積

載
量
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

仮
に
燃
費
が
よ
く
な
っ
た
と

し
て
も
、
仕
事
に
役
立
て
る

車
両
と
し
て
の
魅
力
は
非
常

に
乏
し
い
仕
様
と
な
っ
て
し

ま
う
。
商
用
車
の
電
動
化
で

こ
れ
を
解
決
す
る
現
実
的
な

解
の
一
つ
と
し
て
は
、
燃
料

さ
え
あ
れ
ば
走
行
可
能
と
な

る
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
も
搭

載
す
る
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
が
有
望
と

み
ら
れ
て
い
る
。

三
鷹
で
実
証
試
験

　
こ
の
事
業
で
は
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

ト
ラ
ッ
ク
の
ゴ
ミ
収
集
車
を

試
作
し
て
２
月
に
三
鷹
市
の

協
力
を
得
て
、
実
証
試
験
を

行
っ
て
い
る
。
実
際
の
ゴ
ミ

収
集
の
走
行
に
使
わ
れ
た
実

証
走
行
に
よ
り
、
車
両
と
し

て
実
用
性
の
検
証
を
行
っ

た
。

　
な
お
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク

に
つ
い
て
は
、
燃
費
、
排
出

ガ
ス
評
価
法
な
ど
の
技
術
基

準
が
未
整
備
の
状
況
で
あ
る

た
め
、
将
来
、
市
場
に
車
両

が
投
入
さ
れ
る
際
を
見
越
し

て
、
基
準
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
ト
ラ
ッ
ク

は
Ｅ
Ｖ
走
行
と
エ
ン
ジ
ン
走

行
が
混
在
す
る
走
り
方
を
す

る
の
で
こ
れ
ら
を
勘
案
し
た

評
価
方
法
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。


